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（社）横須賀青年会議所２１世紀ｖｉｓｉｏｎ
 

心のよりどころ横須賀
～バランスの取れた地域社会の創出をめざして～


【時代背景】

 

　わが国は今、歴史的に見て大きな社会構造変革の時期にあります。過去の変革の時期を開国という言葉で表現するときに、江戸時代末期、鎖国に終わりを告げ明治維新へと続いた第一の開国。そして第二次世界大戦終戦後の第二の開国に引き続いての、第三の開国の時期といわれています。
　戦後５０年、敗戦国となった日本は平和国家として、経済中心に復興・発展を遂げてきました。個人の所得は年々増加し、世界でも有数の富裕国となりました。しかし、一方では、急速で画一的な発展により、様々な社会システムの歪みが生じました。国の経済的発展と個人の豊かさを重視するなかで、我が国古来の精神文化が薄れ、行政任せのまちづくり、学校任せの教育問題等数多くの問題が浮き彫りとなっています。そして、２１世紀を目前に控えた現在、行政・教育改革を中心に新たな社会構造が模索されています。

 

【１９９０年代の横須賀青年会議所運動展開】

 

　（社）横須賀青年会議所は、１９５３年に創立され本年度で４８年目になります。１９９０年代初期、創立４０周年を機に「やさしさとやすらぎのあるまちよこすか」という地域理念のもと、自律・共生・創造の三つの理念と、人材・文化・社会・地域の四つの政策の柱をもとに、行動する政策集団として、様々な提言をし、実行に移してきました。また、同時に多くの市民ネットワークを構築してきました。この第三の社会構造変革のなかで、まちづくりの内容も中央集権型から、地方分権による地域主権型社会への変革が求められています。２１世紀のまちづくりは、自己責任にもとづく「自分たちの手によるまちづくり」が主役であり、ＪＣが市民団体として、また、経済人団体として、新たな横須賀づくりにおける市民、行政、企業の潤滑油となり、効果的なまちづくりが行えるような、時代に即した、まちづくりビジョンが必要となります。

【２１世紀はパートナーシップによるまちづくり】

 

　２０世紀が終わりに近づき、社会構造が変化するなかで、まちづくりの考え方も変化してきています。従来の行政主導型から市民、行政、企業、ＮＰＯ（民間非営利団体）の協働によるまちづくりの変換が盛んに唱えられています。しかし、現状では行政主導の部分が多く、行政との協働に参加させていただいているという場の方がまだまだ多くあります。
　２１世紀は、あらゆる分野で、市民としての自覚を持ち、自己責任に基づき行動するもの同士が、お互いを認め合いながら協働しあう時代です。この考え方を表すキーワードが「パートナーシップ」であり、２１世紀はまさに「パートナーシップ」の時代といえます。横須賀青年会議所は、今まで数多くの市民ネットワークを構築してきましたが、これらのネットワークを活かし、青年会議所の顔というものを確立したうえで、あらゆる分野においてパートナーシップの理念を持ち、自己の欠点を補完し、お互いの長所を生かしあうような、新しい時代の青年会議所運動を展開していきます。

 


【心のよりどころ横須賀～バランスの取れた地域社会の創出をめざして～】

 

　１９９０年代横須賀青年会議所は「やさしさとやすらぎのあるまち」を地域ビジョンとして、運動展開をしてきました。今、社会構造がタテ型からヨコ型へ変化してきています。例を挙げれば、中央集権型から地方分権・地域主権型、年功序列から実力主義などがあります。「やさしさとやすらぎのあるまち」も待っているだけでは実現しません。これを実現するために市民一人ひとりの自己責任や公共性、そして本物の価値観といったものの重要性が増してきます。今まで以上に、一つに偏ることのない、優れたバランス感覚が必要となってきます。

 

　今までの社会システムが崩壊し、国民一人ひとりが何を信じて良いのか混迷している時代なかで、“心のよりどころ”となる精神や文化、教育の存在が非常に大切になるのではないでしょうか。“心のよりどころ”としてのふるさと横須賀、やさしさとやすらぎを与えてくれるだけでなく、大事な何かを教えてくれる、また、取り戻してくれる場所。そのような横須賀づくりを青年会議所は２１世紀のまちづくりビジョンとして提唱します。
　“心のよりどころ”横須賀は、「バランスの取れた地域社会」の上に成り立つものと考えます。横須賀の地域特性でみる自然（海・山）、基地（自衛隊・米海軍基地）とのバランス。歴史と文化のバランス。行政と企業と市民活動のバランス。学校教育と家庭・地域教育のバランス。国際色豊かな地域特性と国際交流のバランス。自然環境と地域開発のバランスなど、数多くの問題がありますが、青年会議所は、パートナーシップの理念をもって問題解決のための提言・実行型まちづくり運動を推進していくと同時に、未来に向けて新たな提案型のまちづくり運動を展開していくべきだと考えます。

 

　この２１世紀ビジョン「心のよりどころ・横須賀～バランスの取れた地域社会の創出をめざして～」を実現させるためには、従来の政策の４本柱である人材・地域・文化・社会を時代に応じて変化させること、―現在の事業では４つの政策の柱は、それぞれが独立したものではなく、互いに連動する部分が大きいことから、これらをバランス良く、循環させるような運動展開が望ましいと考えます。

 

  １）人材VISION：横須賀に生まれ育った日本人としての自信と誇りを育む。
  　　　　　　　　 地域特性、歴史特性を活かしたひとづくり。将来の起業家育成。
 
  ２）地域VISION：より良い地域コミュニティづくり。
  　　　　　　　　 次世代の子どもたちのための夢のあるまちづくり。
 
  ３）文化VISION：地域特性・歴史を踏まえた横須賀文化再確認。
  　　　　　       次世代のための新しい横須賀文化の創造。
 
  ４）社会VISION：パートナーシップによるまちづくりシステムの構築。
                   地球市民として地域の諸問題を解決する。

 


【基本は人間】

 

　これまで述べてきたような、新しい時代のまちづくりの主役は、私たち一人ひとりです。
何をやるにしても個々の人間の力が結集しないと大きな力にはなりません。「自分たちのまちは自分たちで創る。」そんな気概を持った人間が集まり、知恵を出し合い情熱を傾けてこそ素晴らしいものが生まれるのです。また、その中でさらに人間として成長してゆけるのではないでしょうか。
　ＩＴ（情報技術）革命のような物質的な進歩は、新しい社会構造改革を生み出すものであり、人類の進歩でもあります。しかし、進歩の陰で大事なものを失うようなことが無いように、それを利用する人間自身がバランスを取って考え、行動しなければなりません。

 

―まちづくりはひとづくり―使い古された言葉ではありますが、全て基本は人間であり、まちはその人間の集合体であるのです。青年会議所はその活動を通して、英知と勇気と情熱を持って行動できる人間開発に取り組んで行きます。

